
1-1 1-2 1-3 1-4 1-5 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 2-7 3-1 3-2 3-3 3-4 3-5 3-6 3-7

古川 原 荒川 井上 米田 田嶋 古閑 山下 野村 鹿瀬島 山本奈 城ヶ峰 石川 田口 小重 出口 野田 星子 山﨑 吉川 坂本健 山本ナ
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9:40

10:30

10:40

11:30

11:40

12:30

13:50

14:40

下校

15:05

8:30

9:20

9:30

10:20

10:30

11:20

11:30

12:20

下校

13:15

8:40

9:30

9:40

10:30

10:40

11:30

11:40

12:30

13:50

14:40

14:50

15:40

下校

16:25

令和7(2025)年度 武蔵ヶ丘中学校 【第５週】　５月５日 ～５月９日 時間割　 (部活動１８：３０完全下校)　　　　　　

日
付

日程/行事 始/終
校
時

５
月
５
日

（
月

）

□祝：こどもの日

５
月
６
日

（
火

）

□振替休日

国 音 英 国

５
月
７
日

（
水

）

① 英 美 国

放

音

□普通⑤日課
□体育大会練習開始
　→朝から体育服登校～5/18

② １年学年体育①　（体） 数 理 英 技 社 国

理 社 家 数 社 英英 理 技 数 理 国理 社

学 学

③ 国 社 理 音 英 美 英

英 学 学 学 学 学

家 社 数

④ 学 学 学 学 学 学

社 ２年学年体育①　（体） 社 数 英 国

放

学 学 体育大会選手決め　（学） ３年学年体育①　（体）

⑤ 全校体育①　（体） 全校体育①　（体） 全校体育①　（体）

家 美 国 国

５
月
８
日

（
木

）

① 理 音 社

放 給食　12:20-13:05

放

英

□特別④日課
□SSW来校日
□8:30 授業開始/12:20-13:05 給食
/13:15 下校
　※連絡等は給食時にすませる。

② 音 数 数 社 国 家 数

社 理 数 美 理 社英 社 国 理 数 社国 英

社 技 ３年学年体育②　（体）

③ １年学年体育②　（体） 数 国 理 英 英

英 英 社 英 数 国

給食　12:20-13:05 給食　12:20-13:05

放 下校　13:15 下校　13:15 下校　13:15

数 英 国

④ 体育大会選手決め　（学） ２年学年体育②　（体） 数

国 技 英 数 社 理

５
月
９
日

（
金

）

① 数 理 英 国 家 理 英 英 数 美

□普通⑥日課
② 美 英 国

社 理 英 理 数 理数 国 数 社 国 国

数

③ 社 国 美 英 数 英 社 理

国 国 音 数 理 理数 家 理 英 音 ２年学年体育③　（体）

数 ３年学年体育③　（体）

④ １年学年体育③　（体） 理 理 数 英 音 技

英 数 英 理 国 技

国 理

⑤ 全校体育②　（体） 全校体育②　（体） 全校体育②　（体）

国 英 英 数 社 国

備
　
　
　
考

◇GWが終わり、本格的な体育大会の練習が始まります。連日の練習となりますので、連休
中の生活から早く切り替え、体調管理を十分に行って練習に臨んでいきましょう。

⑥ 団練習①　（体） 団練習①　（体） 団練習①　（体）

放

第５週 学級掲示用

端午の節句の起原は、古代中国にさかのぼります。古来より中国では、物忌み

の月(5月)には厄払いの行事が盛んに行われていました。端午の「端」は文字通

り「はじ/最初」の意味で、「午」は「うま」つまり端午とは、五月の最初の午

の日に行われると言う意味です。最初は必ずしも五月五日ではなかったようで、

午と五のゴロが同じことからこの行事は、やがて５が重なる重五の日、つまり5

月5日に大切な厄払いの日として定着しました。

この日より体育大会の練習が

始まるので、大会練習中は毎

日、体操服登校となります。

郡市全体の教職員の研修によ

り、４時間授業となります。

＜豆知識＞
ゴールデンウィークという言葉が生まれたのは、**1951年（昭和26年）**ごろとされています。

きっかけは、ある映画会社のプロモーションでした。

当時、昭和23年（1948年）に「祝日法」が施行され、複数の祝日が春から初夏にかけて連なったことで、多くの

人々が休暇を楽しむようになりました。

これに目をつけたのが、日本の映画界でした。

ゴールデンウィークという言葉を使い始めたのは、大映（だいえい）という映画会社です。

1951年、大映の映画『自由学校』が大型連休中に大ヒットを記録したことから、この時期を「ゴールデンウィーク」

と名付け、映画業界を盛り上げようとしたのです。

つまり、ゴールデンウィークはもともと、映画業界のマーケティング戦略から生まれた言葉だったのです。


